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図４ 飼料用とうもろこしおけるリン酸施肥量の新

しい算出法に基づく算出例 

（施肥標準 根釧、火山性土:リン酸 20kg/10a） 

 

基準値

～5 5～10 10～30 30～60 60～

新規作付け（1年目） 150 130 100 80 50

連作（2年目以降） 120 100 80 60 40

基準値未満 基準値以上有効態リン酸含量（トルオーグ法）
（mg P2O5/100g)

施肥標準に対す
る施肥率（%）

基準値

～5 5～10 10～30 30～60 60～

施肥標準に対する施肥率（%） 150 130 100 80 50

有効態リン酸含量（トルオーグ法）
（mg P2O5/100g)

基準値未満 基準値以上

図 1 リン酸施肥量計算式（土壌分析値が必要：有効態リン酸含量、リン酸吸収係数） 

（旧）リン酸施肥量 ｙ（kg/10a）＝15＋0.005×リン酸吸収係数＋B 

   ただし、ｙ≧20（下限 20kg/10a、最低でも 20kg/10a 施肥する） 

 

 

 

（新）リン酸施肥量 ｙ（kg/10a）＝15＋0.005×リン酸吸収係数＋B 

 

 

 

※下限（20kg/10a）の撤廃、B 値の一部改訂 

ブレイNo.2リン酸含量
(mg P2O5/100g)

5未満 5～10 10～20 20以上

B 5.0 2.5 0 -10.0

ブレイNo.2リン酸含量
(mg P2O5/100g)

5未満 5～10 10以上

B 5 2.5 0

図３ 飼料用とうもろこしにおけるリン酸の施肥対応（土壌分析値が必要:有効態リン酸含量） 

図２ 草地造成・更新時におけるリン酸施肥量の算出例 
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図
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け
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対
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飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
作
物
に

よ
る
リ
ン
酸
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収
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進
す
る
ア
ー
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ス
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ュ
ラ
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菌
根
菌
の
宿
主
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す
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し
た
が
っ
て
、
連
作
（
作
付
け
２
年

目
以
降
）
す
る
と
、
宿
主
作
物
跡
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で

生
育
が
促
進
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れ
る
た
め
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『
前
作
効

果
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呼
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れ
る
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ン
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え
る
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が
で
き
、
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コ
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に
つ
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が
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ま
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図
４
の
例
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

新
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算
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で
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す
る
と
、
従
来
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い
ず
れ
も
土
壌
分
析
値
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
分
析
は
人
間

に
た
と
え
る
と
健
康
診
断
で
す
。 

更
新
予
定
の
草
地
は
も
ち
ろ
ん
、
維

持
草
地
や
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
畑

も
３
年
に
１
回
を
目
安
に
、
土
壌
分
析

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
適
切
な

施
肥
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
！ 

北
海
道
施
肥
ガ
イ
ド
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

例）土壌分析値 リン酸吸収係数 1000  

有効態リン酸 20mg/100gの場合 

（旧）ｙ＝15＋0.005×1000＋0 → ｙ＝20 

   必要なリン酸施肥量は、20kg/10a 

（新）ｙ＝15＋0.005×1000－10 → ｙ＝10 

   必要なリン酸施肥量は、10kg/10a 

 

 

   

例）土壌分析値 有効態リン酸 20mg/100g 

  連作 4 年目 

（旧）リン酸 20kg ｘ 1(100％) ＝ 20kg 

  必要なリン酸施肥量は、20kg/10a 

（新）リン酸 20kg ｘ 0.8(80%) = 16kg   

  必要なリン酸施肥量は、16kg/10a 

 

 

 

   

2割減！ 

（※）近年の調査で、更新草地における土壌有効態リン酸 

含量の平均値が以前と比べて高まっている傾向がある 


